
舌神経(三叉神経V) 舌下神経 (XII) 
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二 叉やl'純の第 31支で、史~J杉 'i i 大 .~~の卵門孔

から側以下問へ J11 る 。下 tiî有機神経の前ブ7 を

1:iI二干すして yじ り 、 U Jl::l: Jßô と ， r， 宇fiJl英にう〉コ(f j す る 。

与の神的にiJtiL白i仲純かり Jli た鮫索神経がfs

流し 、 その 中 にある 1味党 、 分泌総維が加わ

る 。 舌の知覚、円 前方%の l味覚を口j どる 。

顎下神経露首:丸神経の下符j)にあり J:.:iÆの分

泌神経級紙と 、 火 !t謀格的~伎が加わり 、 顎下

JJ!il 、 ir， l' Jl以の分泌を百j どゐ 。
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舌神経 ( N. lingualis) 
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舌下神経 (脳神経迎
N. hypoglossus) 

解剖

すべての J， 筋へ i辺助組織を送ゐ 。 処ftj!! から

J 1 1 て 、 11' -下十'1' 主主 tTJ (千五日iJj".;. ) を.i'-t し、て 、 riJ'i 

E長の外に J品 、 l人] ・ 外韻動脈の外1IIIJ を斜めに

li íj下方ヘ ド リ、 ニ れら のぷ筋にかj る 。

1 舌筋枝: すべての舌筋仰と顕示~iT 筋に分

布する 。

2 吻合枝 総:組10) JVi" の外1UIl を 辿リ、上úì: .~良

N'続的校の伐と 吻子干し 、 九' 1'神経f系蹄 {頚

神経ワナ )守作 ')、 こ こから 1E'i i-下 ìiJj{;-('の

各自告に Hを忌る 。

舌下神経

内級生LEt

也号ず~ íl;, 

，r，の 47よ 山 、 J~ iftl) を司どお 。 臨 九 '1'J" Jm 、 1Tz 竹

下ìiJj1~下 li ttl神経ワナによリ主に鋭利鋭から

ニ立;配されゐ 。
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臨床

低百~fj グ) ,r, 1て 1，11料械のがJ 哲宏 、 ;t たは;!刊行性ilJ

汚いより九のもむ山 |;JI J毎 (fIぷ 1 ;. 1Wl へ 11，古 く)、 ;E

ftJJ J)i 新i 、 -!.OU 'í"'l~ 1);.ま1(，などをオ毛んす 。

1 主 卜 '1'1ニ |irh与では、 ;r;ヨ妥結 Lよ米たさず 、 71Jj止

1 11 は刈 f~ll (麻 1J.\i fHll ) へ 11.. \1.立寸る。

，c.、悶'ドt:に ;γμiE llFJ lf;J. 1 ? をフ十三たし 11乞りな ど を

オ￡たす こと カ￡ある υ

舌振戦 ( To ngue tremor) ー;号 』ニブJ を入れると工lょ

'J;1 て'む♂外らタL る 、ニ とカず 多く 、 耳ミ'1'1'匂4結おと 誇4
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